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評価項目 細項目 評価 コメント

安全性の確保 Ａ 適切な事故防止対策等がされ、安全性が確保されていた。

法令等の遵守 B

個人のアドレスが他者へ表示される形でメール送信してし
まったケースが１件発生。強制的にメールアドレスがBCC化
される仕組みを導入し、同様の事故が起きないように改善さ
れている。その他法令等の遵守については、適切であった。

平等利用の確保 Ａ 適切に処理しており、平等利用は確保されていた。

事業の実施 Ａ

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け来館者数が
伸び悩む中、オリンピック時には、NIPPONフェスティバル共
催プログラムとして採択される企画展を実施する等、感染症
対策を講じつつ、魅力ある事業を展開していた。

利用状況 Ａ
新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、利用人数は管
理目標をやや下回ったが、開館中は感染症対策を徹底し、
可能な限り計画に沿った館運営が行われていた。

適切な管理の履行 Ａ 協定書や事業計画に沿った適切な管理が履行されていた。

文学資料の適切な
管理・展示 Ａ 燻蒸消毒を行い、中性紙の箱で保存するなど文学資料の劣

化防止に努めている。

財産の適切な管理 Ａ 適切な財産管理がなされていた。

サービス内容の向上 Ａ

新型コロナウイルス感染拡大予防として、接触機会を低減
のため、観覧券の券売機を導入、講座室や研修室への
サーキュレーター貸出等を実施した。また全ての男子トイレ
の個室にサニタリーボックスを設置する等も行い、サービス
向上を図った。

利用者の満足度 Ａ

施設に対する満足度が、職員対応、施設双方とも目標に達
した。
（目標）職員対応90％以上　→　（実績）１００％
（目標）施設自体90％以上　→　（実績）１００％

Ａ 適切な管理・運営がなされており、概ね良好である。

特に評価すべき点

次年度に向けて
改善が望まれる点

指定管理者管理運営状況評価

さいたま文学館

桶川地域文化振興共同事業体

令和３年度

文化資源課

利用者の
安心・安全、
平等利用の
確保

施設の設置
目的の達成

特記事項

新型コロナウイルス感染症拡大の影響が残る中、感染症対策を講じ
つつ、魅力的な企画展、各種事業を行い、結果として利用者アンケー
トで非常に高評価を得ている点は高く評価したい。

個人情報管理に関する事故が発生したことは遺憾で、今後同様の事
故が起きない仕組みを速やかに導入したことは評価できるが、研修等
を通じ職員の意識啓発を図ることで、事故発生を未然に防ぐ強固な体
制を構築してもらいたい。
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